
5 万分の l 地質図幅

説明書

島 古 丹
(札幌一第 26 号)

北海道立地下資源調査所

昭和 51 年



間
担育協 301311321B

瓦Y4aa内-守aa-a‘一-a，お 3GI121I9.40120121
14344131132

ニ4 ニニ+手ニ-'-'-二+竺毛 +一

54153154
任両陣嗣 ー ‘内， ー ‘,‘令h14J

一一台 t→三で千二一二+ニム l 凶
院間

E羽目 h言伝計三 Em 4514 ユ三 4与 t-=ー ~J さ

也同 同国同庁 ド羽毛吾子 百÷岳云 4
型型出

~面一目立直 aa3gi a



この地質図柄は，北海道総合開発の一環と

して，北海道開発庁の委託により実施したも

のを北海道においてとりまとめたものであ

る。

昭和 51 年 3 月 rs--Kair----

ria

,-YLit-

道海ゴヒ



5 万分の 1 地質図幅

説明書

島 古

(札幌一第 26 号〉

丹

技術吏員山岸宏光

国府谷盛明

嘱託安藤重幸

北海道立地下資源調査所

昭和 51 年 3 月



a

目次

は し が き・・・・-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1

1 位置および交通…

II 地 形・…・・一一一...一…・…一一…-・・・・・………………・…………・・…・・・…一...... 2

III 地質概，;5~……………......………………・……………………………ー…… 5

IV 新第主系…'"・ H・..……………………………………………………・…………ー 5

IV.1 I峻行!首……………………………………………………...・ H・..………… 5

IV.1.1 硬質日行シノレト円互層……………………………...・ H・..……………… 5

IV.1.2 シルト宕部層……………………………………………………………… 6

IV.1.3 火山角喋岩部層…………………………………………………………・ 7

IV.2 力よ 1)/}IfI!骨…………………・……-…・・………………………・…一………….. 8

IV.3 屯屯 [III I'火 Iljfflil~ 訂作十…………………...・ H ・..…………...・ H ・..……………一 10

IV.4 'i(¥I¥{Tlilj 民・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・偽・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 12

IV.5 lij~ 行 的 Y ト……………・・・・・・・…..…......…・……一....…………・・・・・…・・・・・・・・ 12

V 抗 \l~l 系・……・・・…ー・…・・-…-一……一.......…-一…・…一……・・・……-一……一 ..·13

V.1 ニセこ 1 f ン)再・・・・…………ー…一…ー……ー・……………………・ぃ……一...… 13

V.2 ij~錐堆fA物……………………・…'"・H・..……………………・………・……ー 13

V.3 j吃 ri)W 伯物・・…・・……・・・・・・・・・・…・・…一一…・・・・・・・・・・・・…..一……・・・・・・・…ー・・・・・・ 13

V.4 扇状地堆積物・……・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 14

V.5 現{nI l木町:積物……...・ H ・..……………...・ H・...……………………………… ··14

V.6 砂丘堆積物……………………………………………………………………・ 14

VI 第四紀の火 III 宕煩・…・・・・・・…………・・一…・・………-一………………・………・・…ー 14

VI.1 旧期ニセコ火 I [111l·..·……・・…・・・・・・・………………・………………ー……… ..15

VI.1.1 パンケ lill<!内 i存店・・・ー・・……・・・・…ー…・一一・………………・・・・……一…一 15

VI.1.2 コヅク リ NJJ治宥・………………・・……・…・・…………・・・・・・・・・・・・……… ..15

VI.1.3 上限的有…ー…………...・H ・..………………………...・ H ・..………… 16

VI.1.4 オサンナイ的計・…・・・ー・・…一…・・・・……………..……………・……..… ..16

VI.1.5 熊野山溶岩...・ H ・ H ・ H ・.....・ H ・.....・ H ・.....・ H ・.....・ H ・ H ・ H ・.....・ H ・.....・ H ・ ..16

VI.1.6 藤 岱 溶 岩・…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 17



VI.l.7 セパチ鼻溶岩...・ H ・..…...・ H ・..…...・ H ・.....・ H ・.....・ H ・.....・ H ・..…'"・ H ・ ..17

VI.2 新期ニセコ火111群…...・ H ・-・…...・ H ・..・・・・ H ・ H ・..…...・ H ・..…...・ H ・.....・ H ・..… 17

VI.2.1 岩城溶岩・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・口

VI.2.2 森別 溶 岩…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 18

VI.2.3 岩内岳白山溶岩...・ H ・-・………...・ H ・..………...・ H ・..…...・ H・..………… 18

VI.2.4 雷電山溶岩...・ H ・......・ H ・..………...・ H ・..…..，・ H ・.....・ H ・.....…...・ H ・ ·..·18

VII 応用地質...・H・..………...・ H ・-・………...・ H ・.....・ H ・.....・ H ・.....・ H ・.....・ H ・..…… 19

VII.1 lR~ 泉…...・ H ・..…………・…..，・ H ・..……...・ H ・..…..，・ H ・..……...・ H ・..一 19

VII.2 褐鉄鉱床...・ H ・.....・ H ・..…...・ H ・.....・ H ・.....・ H ・..……...・ H ・ H ・ H ・......・ H ・-… 19

VII.3 石材……...・ H・..…………...・ H ・-・……..，・ H ・..…...・ H ・-…...・ H ・.....… 20

参考文献..............................................................................................・・ 20

Resume(inEnglish) …....・ H ・..…...・ H ・..…...・ H ・.....・ H ・..…………………...・ H ・ ·21



5 万分の 1 地質凶幅 自ー
説明書triJ 古 丹 (札幌一策 26 別

北両道立地下資源調査所

技術吏 Hill 岸宏光

同府谷盛明キ

嘱託安藤垂幸

はしがき

この地質1>;<)11/百は，昭和 45 年から 47 年にかけて実地した野外J司売の結果をとりまと

めたむのである。

この|ス]11/困地J)，Ji:V工，ニセコ火山 iif の阿部にあたり ， )三 /11~分が山岳地'li;'であるの

この地域の研究には，丸山・他(1939) の 10 )j分の l 方都1>;<)111日や大場(1960) によ

るものなどがあるの

T-f外調在にあたっては， Illi~~:が l 、;;lljl/fiの両日;J也j戒を， ji<IIH谷が北川地 j戒を，安藤が市

部地域をそれぞれ分 }:W. した。

"均台結~をまとめるにあたっては，ニセコ火山{i fの地質を品科 II に出|先した北海道大

学理学部大場与忠男博士の成果に負うところが多く，また，貴重な御怠見や写真を提

供いただいた。さらに，北海道開拓記念館の赤松'}雄氏には化石の鑑定をしていただ

いた。報告に入るに先立ち，以上の方々に厚く謝患を表する。

I 位置および交通

この|ヌ)1隔は北緯 42°50' から 43°00'， 東経 140°15' から 140°30' の範囲である。，J§南

北海道の積丹半島の南側に位置しニセコ火山群の西部地域にあたる(第 1 凶)。

ニセコ火山の山々，雄大な断崖で知られた雷電海岸および雷電温泉などのあるこの

地域は，ニセコ陪丹小僧海岸l司定公閏に指定されている。

行政上は，後志支庁に属し北半分は岩内町\l 十1 央部は蘭越町， r41西部は寿都町の

*元北海道立地下資源調査所肢体1吏員



II地形

1~~1 陪にそれぞれ属している。

交通は，函館本線の支線，日内線

が隣接する右内凶 III 面地域の岩内町ま

で通じており，また，岩内町から寿者 I;

Hりを経由する国道 229 号線が通じ，

定期パスも運行している。さらに，

蘭越町から同町港 IIIJ へは道道が通じ

ており，定期パスもノじっている。こ

のはかには，ほとんど道路はなく，

山地は恨 rtil り竹やはし、松で，歩行|本|

難な場所が多い。

神恵内

黒 ff\ I勾 R
ニセコ火山群の西部を占め，大郎

、 ~\~ヘ 分が山岳地 '117 でしめられ， Fl本海に

"/ 凶j しては，急峻な出が速なってい

/ q 一一一一一一 一- 1?km るゆ 21 刻。

第 1 図位置凶 凶|隔の西部には，この地域の主要

な illJ 川である尻別川が，流路を市東から北西にとり，日本海に社出、でいる。この }]L 別

川を境に，東側と西側とでは，構成地質に大きな違いがあるが，地形上にもそれが現

われている。

尻別川の東側は，ニセコ火山群の山岳地帯となっているのに対して，尻別川の西側

は，主として新第三紀の堆積岩類や火山岩類からなり，なだらかな丘陵性山地を形成

してし、る。

尻別川の東側を全体的にみると，雷電山を iド心とする大きな成層火 III となってい

る。山稜部は雷電 III (1, 212 m)，熊野~lj (751m) などの山々からなるが，比較的平

坦な溶岩台地地形をとっていて，ニセコ火 III 群の東部が，ニセコアンヌプリ，イワオ

ヌプリなどの溶岩流にひき続き形成された溶岩円頂丘，爆裂火 ~J など，火山特有の復

雑な地形を呈するのと対称的である。とくに，岩内岳笥 \11 から雷電山にかけた稜線は

比較的平坦で幅も広い。
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第 2 図切峰両|ヌl

III腹手fTfljは，一般に2、 1[1変で.セノ:チ鼻持:千円や熊肝山市計などは，海 n~ まで i~t ドし，

絶{I主を形づくっているのとくに，電電 {GJI 収(、b!Iでは， I日'if氏是 100 m をこす:~U~:~ とな/)

て海作にせまりラピンノ lill!'，百電山Ijlなどの呆勝地となっているの

i十Jの Illij~や ，r::j P-ff、h!Iにはノ l主任， i主針{耳I~詰物および扇状地耳f~前物がた注している。

f~ Ii:はフいずれも比内 5~10m で ， }JL7J Ij川ぞいや， I;:j~!f 付近でみられる。

Jt~}lf)iHr'i 物は， 7守的打 i~tのよtilljにみられ，やや2、な糾I自i を形成している。

扇状地は J いずれも，開高 300 m付近に扇頂部がそろい，とくに， 'Ftj電山の|有山麓

では J 存水系の扇状地が複合して，広い範囲に発達している。

IlL別川の両側の地域は，新第三紀に属する堆積岩績と火山宕類とから構成されてお

り，東側にくらべて，標高は低く，発達する沢も短く，なだらかな地形をとってい

る。

-3-



また， (毎 J)!:ぞいでは，比i:'!J 20~30 m の段目: (抗 1 F~ IIJ がた注しているの

このl寸i隔地域の水系の主要なものは， 尻日IJ川である。民問IJJII にそっては， III同 1~2

km にわたる沖積平野が形成されており，尻別川の蛇行により，小規模な三ヶ月湖が

形成されている。また，川 fl の東側海浜には，小さな砂丘がみられる。そして，保号IJ

時℃除j
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第 3 図模式地質柱状似|
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JII , L恨沖 III ，オーサンナイ III ，パンケ fl 国内川などは，いずれもJtL ~J IjJl I の }d夜をな L

ている。

また， I幌男!日 II ，当別JII，精神川は日本海に注ぐ水系である。

水系の配列を大きくみると，官電山を中心とした放射状の水系をなし III腹を深く

刻んでいる。

III 地質概説

この|司幅地域は，東北地方から岡市北海道にかけて広く分布するグリーンタフ地域

に属し新第三紀中新世~鮮新世の堆積岩類，火山岩類，第四紀のニセコ火山群を形

づくる火山岩類とから構成されている(第 3 図)。

尻別川の西側には新第三紀の堆積岩および火山岩類からなる磯谷層が分布し，ルベ

ツナイ河口に巾心をもっ，南に沈む半ドーム構造を示している。また，尻貯Ij川の東側

には，それらを不整合におおって，鮮新世の尻別川層および需電岬火山角喋岩層が分

布している。

これらの需電岬火 III 角喋岩層の上位に，第四紀のニセコ火山群の噴出物が，大きく

みると，成層火山を形成している。 III 鷺部には ， I主錐堆積物，扇状地 iit 積物が広範開

に琵達している。

IV 新第三系

IV.l 磯 Yt 層

この地!骨は， I ズJill 両地域の Wi 阿部の尻日 IJIII~I 以内、の海作を株式 j也とし，市方の任陵部に

!よく分布しているの下位から， I硬質 Fl i'i シルトロ五同，シノレト山部屑，火山角棟計部

門の--部屑にい:分できる。

IV.1.1 硬質頁岩、ンルト計五局

この地層は，磯谷海岸のルベツナイ JII河口付近にだけ分布している。 N 20o~70° E ,

lOO~20° SE の走向・傾斜を示し，磯1'~屑全体はこの部分を中心とする，ゆるい千.ド

ーム構造を示している。

厚さ 15~20cm の単層の累重した灰貰白色の硬質頁右と，厚さ数 cm~30cm の灰

白色、ンルト宥の互層で，ときどき 1~1.5 m の凝灰岩をはさんでいる。

- 5 ー



第 4 図 スコリヤ凝灰行とシルトギfの境界(磯 ii-屑〉

凝灰岩には軽石質凝灰岩と，スコリヤ質凝灰岩とがある。

一枚の軽石質凝灰岩は， 径 1~3em の灰白色の軽石が主休で， 下部の塊状の部分

(厚さ 1 m) と土部の層理の琵達している部分(厚さ 20em) との組合せからなってい

る。

スコリヤ質凝灰岩も，また，全体として，暗黒褐色で，下部の塊状の部分(厚さ l

m) と Hmの屑即ーの'fc，;主している til;分(厚さ 50 em) とからなっている。

いずれも， ド位の lTtjーやシノしト i_I} との問は不問l!IJ な耳j，前構造を心し t'liLl- の IIIJ I//j

{I来*をともなぺている。このような肝外のす 1~ {だから，これらの凝灰 YJ は， ;J(III 火MeW

(Fiske , 1963) によるヰHl'l物と考えられる(抗 4\斗)。

!手さは 10 m 以上である。

このj也)刊からジj'W\ する{ヒィ iは Makiyama chitaniiMAKIYAMA があるハ

IV.1.2 シノL 卜れ{，i;}ltll

向日f丹から能itt.なにかけた海J~に悼式i下jに発注している地同で，海岸では市は抗出j

からフ北は能津登まで，丘陵部ではフ磯芥牧場を中心に広く分布している。

北の能津登付近では， N100~N 50ー W , 20ー E の， I有の棋澗付近では， NS, 20ー W

の走向・傾斜をそれぞれ示している。

*軟泥礁ともいい，スランピングによってできる。

-6-



灰白~I疋黄白色を呈し， J鬼状のもので， しばしば，凝灰質の部分や，厚さ 3m 程度

の黒色砂右をはさむことがある。

下位の硬質頁胃、ンルト岩互層とはぜん移関係にある。

なお，尻別1[/甲付;Jiの能律背トンネル付近に露出するシルト円から，保存不良の植物

化石と二枚貝化石を産するが，いずれも鑑定にたえないものであるの

層!亨は 500m+ である

IV.1.3 火山角傑行部層

|討の弁)(品，幌日iJ川れII II や，北の尻別i[1甲に標式的に発達している。

下位のシルト右部層と同じように，南側では， NS~N 40ー E , 15°~20° W の，北側

では， N100~ 50ー W , 20ー E の走向・傾斜をそれぞれ示している。

火 rl[ 円喋岩，水冷破砕岩(ハイアロクラスタイト; Rittmann, 1962) およびピロー

プレツチャ (Carlisle ， 1963) などから構成されている。

火山円陳宥は，径lO em~l m の亜円喋~角礁と，やや堅硬な粗粒砂岩とからなる。

礁の多くは， しそ輝石普通輝石安山岩である。

水冷破砕岩は，暗黒色の，しそ輝石普通輝石安山岩の溶岩で，フローユニットの厚さ

5~lO m のものが数枚ある。級化構造が顕著で，下部は径1O~30em の角喋を主とし，

上部は径 1~1.5 em の角礁からなっている(第 5 図)。

第 5 図 級化構造を示す水冷破砕岩(磯谷層)

-7-



ピロープレヅチ γは，のべた Ii(

冷岐昨Ff と IriJ じ +lt買で， 卜日iは任

部分は y ハイアロオフイティック

組織を示すしそ輝石普通輝石安山

右である。斑品は，斜長石〉普通

30~50 em のピローと，径 5~15

em の角瞭が， 同じ宥質のガラス

質凝灰行状の:基質の巾に散点して

いるものである(第 6 凶) 0 I~" 出;

はピローはなくて，やや任の小さ

い角傑と凝灰白状の基質からな

り J 層理の発達がし、ちじるしい。

鏡下の観察: 角擦やピローの

第 6 図 ピロープレッチヤ(磯谷層〉

輝石〉しそ輝石である。石基は，

斜長イ~， しそ輝石，普通輝石を含

みノ磁鉄鉱をともなう。

基質の部分は9 角擦と|司じ宥質

であるが，ガラス質から結品質の，

いろいろな岩相の溶宥片の集合体である。その間をガラスが充てんしており，すみ流

し ;1川こ流理構造が発達している。

ガラスやガラス質溶古川ーは，モンモリロナイト化している。

卜"fmのシル卜右部層とは指交関係にある。

)脅厚は 300m+ と J住定される。

10 万分の l 寿都凶111両(矢品・他， 1939) の黒松内統下部集塊計)掃とされたものに HI

叶する。

IV.2 尻別川層

尻別川左岸の神社付近の大露頭が標式地である。磯谷橋付近から油谷の沢にかけ

て，南北に細長く分布しているほか，尻別川右岸の御成や，図幅の東北部を流れる当

思Ij川や幌別川の流域にも小規模に露出している。
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肢も 11;~ 、分布をしめ L ている JlL り I) 川 /1-:) いでは， N lOo~40° W , 500~60οE のノL! (ij ・

傾斜の単斜構造をとっている。

右相は，葉理の発達した中~粗粒砂F7を主とし，保 5~80cm の角礁を合む火III 円

時間や灰内色の凝灰胃をはさんでいるの

卜(立の磯谷層との関係は， I蟻行橋イ、j-，;Jiでみられ，不整 jT関係を I) ~ l_ ているり

!足りIJ 川本 J~~の砂'f";-'1~には二牧の fヒイ i床の存在ーがみとめられる

卜日?の化 fil~~ は，機行橋 (j-; 庄の A~ 卜争点打開にみられるが， {I~ イ i の(民 {O 工上くないの i

/fljの化行床は神社社i庄の大両頭にみられ，散在的な街集叩!化イ if本であって ， Limoρsis

tokayensis, Glycymerisni ρρ onica ， Tridontaborealis などが多い。つぎに，ここで

産出した化石を示す。

Tectonaticajantostoma(DESHAYES)

Ocenebrasp.

Turritellasp.

Neptune α arthritica (BERNARDI)

Nuculana ρernula radiata(KRAUSE)

Limo ρsis tokaensisYOKOYAMA

Glycymerisni ρρ onica YOKOYAMA

ChlamysdashakaensisMASUDAandSAWADA

Chlamyscosibensiscosibensis(YOKOYAMA)

Plynemamussiumalaskense(DALL)

Limatulasp.

Mytilussp.

TridontaborealisSCHUMACHER

Cyclocardia/errugina(CLESSIN)

Cyclocardia ρaucicos 加ta (KRALSE)

Cyclocardiaprolongatanakamurai(YOKOYAMA)

Callistabrevishi ρhonata (CARPENTER)

(赤松守雄鑑定による)

層厚は 500m+ と算定される。

10 万分の l 寿都凶幅では，黒松内統の上部集塊岩層とされているが，のべた産出化
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イ iから，瀬抑j層に相、うすると考えられる。

IV.3 雷電岬火山角棟計層

宮電海岸の雷電岬からカスベの 1[/甲にし、たる海岸を悼式地としている。 JJLJJIJ 川 j日J r- J の

磯谷橋付近から北へ， ピンノ岬にし、たる雷電海岸と， ti; 屯山の i手j-h のノえンケ目国内川

下流から佐 IJ成にし、たる地域にもそれぞれ分布している(第 7l 叫ん

カスベの岬付近に， N200~30° W 方向の I!ilhをもっ背斜構造がある。判!の丙費では，

N20ー E~N 80ー W の，東翼では， N-S から N700W の走向をそれぞれとり， 傾斜

はいずれも 200~30° である。 また，尻別川付近には， 同じ方向性をもっ向斜構造が

なければならないが，第四紀の火山芋 J煩や現 M床1世話物におおわれるため，その存在

は確認できない。

岩相はフ下位からフ水冷破砕岩，火山円 l峰、岩および塊状溶岩ーなどに区別される。

水冷破砕岩は 3 角閃石安山岩質で，径 5~15 em の淡黄灰色の角礁と，黄褐色の同

じ岩質の細かい溶岩片からなる。

火山円陳岩は，径1O ~20cm でフまれに 50em に達する亜円操や亜角礁の間を粗粒

砂岩が充てんしたものである。礁は，輝石安山岩と角閃石安山岩がおおい。また，斜

層葉理の発達や乱堆積構造を示す砂官がはさまれていたりラ砂岩がブロックとしてと

りこまれていることがある。

第 7 図 火山円礁岩(雷電岬火山角礁岩層)
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第 8 図 塊状溶岩 f雷電岬火山角喋岩層)

J鬼状溶YJは ， Ii}(件j色~Ij庁児潟色を旦する、版状および、柱状のiiiJ1慢の迩j主したしそ精

イ iiI字通輝イ i定III i';'で‘)手さは数 m~10 数 m である (i1~ 8I スI) 。

続ドの観察: ハイアロピリテイヅク判織をがし， lkf. I 'il 1 は，午、↓ f~{ i 、しそ開イ i tt:

通蹄イ iであるハ科長{ iは， 0.4~3 mm で， II' 心却が県状包有物によってが')1;(きされて

いるものがおおい。しそ怖イ iは， 0.3~1.8 mm で，しぱいに工、昨 j邑 tlfi イ i と・ l什 J-}! 主 lifi して

し、るものがあるつ i呼 j邑坤:ィ iは， 0.2~1.0 mm で，まれに {iH 鉄鉱や力、ラスを包有物とし

てともなうっ

'{i 基は， tliHH 型').iJ 4長イ I ， しそ坤イ 1 ， 昨通 ttl; イ i ， {伝j; :t l!}L，カラスである。

この地層のうち，百電温泉付近から渇内川中流古 Is にかけては，いちじるしく粘土化

して，緑色の tili に変っている。これは biffL 県変質によるものであろう。

ド位の民別川層との関係は，民別川 {of 日付近で観察できる。ここでは，尻別川層の

凝灰質砂討をえぐるような状態で，溶計がのっていて，一見，不整合のようにみえる。

しかし， ド位の尻 71IJ 川層の砂 17 の II' にも， 卜宇佐の J存平?の破);今が含まれているほか， {W

右Ijl に );L7JU 川!再の砂岩が|司 QH 宋としてとりこまれている。したがって，このような事

実から本国と目別川)曹とは整合とみて問題はなかろう。

)脅)享は 500 m土と考えられる。

10 万分の l 寿都凶幅(1 939) ではた1i~内初\:の上部集 J!，!~岩層とされているが，のべ

たように，尻別川層との関係から，鮪 I. 新 i吐と考えられる。また，岩十日と分布から，狩
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太凶l幅(1961) の立川層に対比さ

れる。

IV.4 安山岩岩脈

雷電海岸では，古電岬火山角陳

平手を貫く多数の小岩脈がみられ

る。乙れらの岩脈は，つぎにのべ

るように，雷電岬火山角礁岩層に

はさまれる塊状溶岩とよく似てお

り，それらの火山岩けいの可能性

がある(第 9 図)。

H古!込褐色のちみつ，堅硬な普通

締イ i しそ輝行安 II J{，~.である。干J脈

の III日は 1~3m で， l白:うと節Jmがよ
第 9 図 雷電山Ip火山角喋右層を貫く安

III 白岩脈。)\.場与忠男氏撮影 く発達し ， DHi との接触部に数

em~lO数 em の，包冷十日がみられる。貫人 hI句は，はほ E-W }j I~lJである ο また， z;

IJI氏の 1<1面には，云げしが一方向にひきのばされているのが観察されることがあるが， こ

れは持脈の貫人してきた }j l~サをぷすものであろうの

民ドの観察: ハイアロピリティック組織をノ示し斑品は，科長石〉しそ輝石〉普

通輝石ン磁鉄鉱である。

斜長石は， O.2~1.4 mm で， 全体として新鮮である。 しそ輝石， 普通輝石は少な

しそれぞれ O.2~1. 4 mm , O.5~2.2 mm の大きさである。石基は，斜長石，輝石，

磁鉄鉱が多量の褐色ガラス中に散在している。また，急冷相の石基は，ほとんどがガ

ラスである。

IV.5 磯谷 j存店

|寸 '11両地域のTtJ I川部のルベツナイ川 L/"~の山陵部に，南北に細長く分布している。岩

休の構造がわかるほどの出頭はみられない。

11副長黒色塊状で多:fL質のしそ綿布普通綿行交[II 告である。下位同との関係はみられ

ないが，磯谷層と尻別川層の両者を不整合でおおっているものと考えられる。また，
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風化の状態や山休の解析度ーなどからみて，鮮新 II上に属するものとした。

鏡トの観察: ハイアロピリティック~ピロタキシティヅク組織をぶしている。科

長石は 0.2~2.0 mm で比較的新鮮であるが， 大型の斑品は， しばしば脱ハリ作用を

うけている。 しそ輝石は， 0.1~1.3mm で、普通輝行の反応紋を有することがある。

許通輝行は， 0.1~1.3mm で，磁鉄鉱を包有物としてともなっている。

V 第四系

V.1 ニセコアン屑

この地層は， I寸 i隔地域の出東部にあたる，市電 II If封麓の標高 100 m 内外の台地に巨匠

出している。より高い台地にも分布すると考えられるが. I主錐 ~ft 積物や扇状地域:積物

におおわれていて明らかではない。大場 (960) は?この地層を昆布角膿む!曽とよん

だが， H太l ズII~M (1 96 1) では，ニセコアン介 J也を隙よ地とし， ~長崎行状を呈する火 III

1J1' tlH 物であるとし，ニセコアン I~ と正義したわ

!曽Jl tlは iザj らかでなく，構造も J巴掘できないっ

~{;相は， 前掲色~偏色の粘 I: 化した任 1~3cm の軽イ i と， 任 5 cm~2 m の角慨を

合む定1I 1 :b'質の凝灰角時むや火 IIIfljl~ 計である σ

常屯 111 1P 火 III 角棟計帽を不整合におおっているの

V.2 J主錐.t it 積物

百電 rll の南山麓のオサンナイ川ド流の上里付近と初回付近，および北山麓の品肝付

近に発達しているもののほか，コック I) 湖付近の電電 III 南 1Jl3斜面にみられるものとが

ある。比較的急な斜面をつくる堆積物で，いずれも後背地の安山岩溶岩の角礁を主と

している。山麓には，扇状地堆積物によく似たものもあるが， コックリ湖付近では，

空中写真によれば，あとからのべる宮電山の同斜面白:地すべりをおこし，その力 ρ レが

西方および南方に流動し，下位の溶岩の上にのりあげている。コックリ 11明は，こうし

てできた|町地に水がたまったものであろう。

V.3 段丘 Jit 積物

i磯谷から島占・丹をへて Ii色津 fまにし、たる海岸ぞいにた注している。比 l匂 20~30 m の
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やや尚し、指 1 ↓支丘と，民日IJ川ぞいや島野付近にみられる比高 5~10m の低い第 2 ttJi.

をつくる柑:積物である。いずれも，主として砂喋層からなるが，第 1 段丘をつくる堆

積物には，科層理のよく発達している砂層や粘土層をはさみ，泥炭をともなうことが

ある。

島野付近の第 2 段丘の面は，扇状地面の末端と連続しているが，扇状地耳f.積物が段

丘堆積物をおおっている。

V.4 扇状地 Jw.積物

古電山の市山麓の L里や吉国付近，百電山の北 III 麓の島野付近などに発注してい

る O

雷電山の l有 ~U 麓では，志根津 )11 ，オサンナイ )11 とパンケ目園内川の流域の各扇状地

が合体して，かなりの広さの規模になっている。扇頂部は標高 300m の高さに揃って

いるの

計百山の~t1Jl鐘の島野では，扇1ft;;'↑:は標高約 200 m の高さのところに位置してい

るο~ ・汗凶:は J#j 野付;1£の海岸 f'.t l1 J面に連続する、

し、ずれの扇状地 tit 積物も，後背地の出店の 1亜角機と円喋から構成されている。

V.5 現t日fI木耳 t植物

IfL 別川にそって分布しており， とくに(nJ ~.l 近くで!ムく発注する。さらに，百電 rll か

ら流卜する支流にもみられる c おもに，砂，峨，粘土などから構成される tit 積物であ

る。

V.6 砂丘堆積物

尻別川川口からセパチ鼻にかけて延長 2km の海岸にみられる砂丘を形成する堆積

物である c 比i告はが.; 5m である。

VI 第四紀の火山岩類

凶III民地域の大半をしめる百電山を中心とする火山群は，ニセコ火山群の由自 lに位置

し，東部に比べて溶岩流を主としている。大場(1 960) は，ニセコ火 rll 群を地形およ

び噴出物の岩石学的特性から，旧期，新期および最新期の三期に分類、している。この
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第 10 図 岩内方面からながめたニセコ火山群西部山地

凶幅では，大場の分類を参考に，とくに地形的特徴から， Irl期ニセコ火山群に属する

ものに，パンケ目国内溶岩，コックリ湖捺岩，上里溶岩，熊野山溶岩， I接岱溶岩，セ

パチ鼻溶岩を，新期ニセコ火山群に属するものとして，岩城溶岩，森別溶岩，岩内岳

筒山溶岩，雷電山溶岩に医分した(第 10 図)。

VI.1 I日期ニセコ火 III群

VI.1.1 パンケ目国内溶岩

I~幅の南東部を流れるノζ ンケ目国内川中流部に分布している。下位層との関係は観

察できないが，上里溶岩および扇状地堆積物でおおわれている。集塊岩状を呈する溶

岩で，部分的に凝灰岩をはさんでいる。

岩質は普通輝石しそ輝石安山岩である。

鏡下の観察: ハイアロピリティヅク組織を示し，斑品は斜長石〉しそ輝石〉普通

輝石〉磁鉄鉱からなる。科長石は最大 4.0mm に達するものもあるが，一般には，

2.0mm のものが多く，新鮮である。また，ちり状包有物を合んでいる。 また，石基

のカ7 スには，量は少ないが， lj見ガラス化作用をうけたものもみられる。 L そ蹄行は

0.2-1.6mm , 汗通輝石は 0.2-1.8 mm であるの磁鉄鉱は 0.1-0.4 mm で量は少

ない。

VI.1.2 コ、ソクリ湖i'f~1';.

コヴグリ湖付近から伯仲川流域にかけて分布している。 II青灰色~灰褐色の集 I鬼平 f状

を呈する部分と，板状節理の発達した部分とからなっている。岩質は普通輝石しそ輝

石安山岩である。

鏡下の観察: ピロタキシティヅク組織を示し，斑品は，科長石〉しそ輝石、普通

輝行である。斜長行は，最大 3mm に達し新鮮なものが多い。 しそ輝行は 0.2- 1. 6

mm で，常通輝石と平行連品することがある。
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普通蹄石は， O.2~2.0 mm である。また，科長1i，しそ蝉li，普通輝石，磁鉄鉱が

角閃干iの{反像を示して，集合していることがある。

石基は，斜長石， しそ輝石，普通輝石，アノーソクレスおよび少量の褐色ガラスか

らできている。

VI.1.3 上里溶岩

雷電山の南山麓のパンケ目国内川上流に広く分布している。灰褐色のちみつ堅硬

な， しそ輝石普通輝石安山岩で，柱状節理がよく琵達している。

岩内図幅では，パンケ目国内溶岩と，この溶岩を一括して，日国内岳基底溶岩とよ

んでいる。

鏡下の観察: 斑晶は，斜長石〉しそ輝石〉普通輝石からなる。斜長石は，累帯構

造をしめしやや大きなものと，累帯構造を示さない小さなものとがある。

普通輝石は， O.5~1.5 mm の大きさで， しそ輝石の反応縁がみられる。

行基は，やや結品質で，科長石，普通輝石，ピジョン輝石質普通輝石からなっている。

VI.1.4 オサンナイ溶岩

雷電山の南山麓の志根津川とオサンナイ川にはさまれた山地を構成している。暗灰

色のちみつ堅硬な，斜長石斑品にとむ普通輝石しそ輝石安山岩である。

鏡下の観察: ハイアロピリティック組織を示し，斑品は，斜長石〉しそ輝石〉常

通輝石〉磁鉄鉱からなる。斜長石は最大 3mm で，内部の汚れているものが多いο

しそ輝石は， O.2~2.0 mm で，普通輝石と平行連品するものがある。普通輝石は

O.2~O.6 mm で，小さい。百基は科長引，普通輝ti ， しそ輝石，磁鉄鉱および褐色ガ

ラスからなっている。

VI.1.5 熊野r lJ溶岩-

熊野山からピンノ l岬海岸付近まで分布している出FJである。 附灰色の，板状節，flHの

発注した出計で，一部は集塊干;状を早する台かんらん fi 普通蹄{i しそ輝石安山岩であ

る。宙電岬火山角時持層を不整合におおっている。

鏡下の観察: 斑品は，科長石〉しそ輝石〉普通輝石〉かんらん石からなる。斜長

石には， 2mm 大の白形結晶で，累帯構造のいちじるしいものと，やや小さくて，累

帯構造のみられないものとがある。しそ輝石は 2mm 大で，普通輝石は量が少ない。

かんらん石は， しそ輝石にとりかこまれた残斑晶状である。

石基は，細かい斜長石，ピジョン輝石，普通輝石，磁鉄鉱，しそ輝石からなっている。
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VI.1.6 藤岱溶岩

岩内町管内の幌日 illll と当日 il 川とにはさまれた山被に分布している。 1幌別川 i l!鳥神の

沌」付近では)元別川層をおおっている。青灰色のちみつ，堅硬な，板状節理のよく発

達している含かんらん行普通輝石しそ輝行安山岩である。

鏡ドの観察: ピロタキシティック組織を示している。斑品は y 科長石〉しそ輝

行背通輝行:かんらん Ti からなる。科長イ iは 0.2~2.8 mm で， しばしばちり状包

有物をふくむ。 しそ輝イ iは， 0.2~2.5 mm で， 普通輝行と、|正行連品しているものや，

持通崎行の反応縁をもっているものがある。持通輝行は， 0.2~2.1 mm である。かん

らん行は， 0.1mm 前後の大きさで， WIJ 外なく輝行の反応縁がみられる。

干".¥;は， i~ 、l長干 1，持通輝行，磁鉄鉱，アノーソクレス，少量の掲色ガラスからなっ

ている。

VI.1.7 セパチ鼻溶ZJ

'占屯 II序付近からセパヂ鼻にかけて分イjj している。 海}t-~:付近では，山屯i1'411}く III 角棟計

悼を不幣 fVにおおっているの棋'{timでは，み出色のガサカサーした角峨行状を呈してい

るの

1jl心部では， I火!日色~f火悔色で ， i~U坦構造がし、ちじるしく発注 L ており， ド部では

すみ流し状をldする η Li引になると， ift .PH構造に、|什 fな版状節Ifl!が定達してくる。

f~j''{it は合かんらんイ i しそ開 {i 許通輝行交山れである。

鈍ドの観察: ハイアロピリティック組織をノ J' し， β1Ml は， 44 長イ)，，'>'普通輝七:習し

そ輝行 7 、磁鉄鉱一〉かんらんィ iからなっている。

科長石は最大 3mm で，比較的新鮮であるが，内部の汚れているものがある。普通

輝石は，通常 lmm 大であるが y まれに 3mm に達するものもある。また，大型のも

のでは磁鉄鉱を包有するものもあり，まれに微粒の単斜輝行の反応縁がみられる。し

そ輝石は 0.2~1.4 mm で， 単科輝行の反応縁のみられるものや， あるいは普通輝石

と平行連品するものもある。かんらんイ iは 0.1~0.3 mm の削!食形をぷし， 単fJ;:↓輝行

の反応縁がみられる。

fi 基は， :M 長干'-1，陣 {i ，磁鉄鉱および多量のガラスからなっている。

VI.2 新朋ニセコ火山群

VI.2.1 岩城溶岩
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福竜山の南III麓を形成している溶岩である。上里溶岩をおおっているほか，先端部

は扇状地堆積物でおおわれている。比較的ちみつで堅硬な，青灰色の普通輝石しそ輝

b安山岩である。

鏡下の観察: ハイアロピリティック組織を示し，斑品は，斜長石〉しそ輝石/ノ普

通輝石〉磁鉄鉱からなる。斜長石は，最大 2.8mm で比較的新鮮である。しそ輝石は

O.2~1. 6 mm で，持通輝石と平行連品するものがわずかにみとめられる。

VI.2.2 森別溶岩

コックリ湖付近から，志根津 JII と森別川にはさまれた山地を構成している溶岩であ

る。コックリ湖溶岩とオサンナイ溶岩をおおっている。淡灰褐色の，比較的ちみつな

普通輝石しそ輝行安山岩である。

鏡下の観察: 毛せん状組織を示し，斑品は，科長石〉しそ輝石〉普通輝石〉磁鉄

鉱からなる。斜長石は O.5~2 mm の大きさであるが，まれに 5mm に達する。しそ

輝行は， O.2~ 1mm で，量は少ないが， 2mm に達するものもある。 また，単科輝

行の反応縁を有することがある。石基は，判長行， しそ陣{i，普通輝石，磁鉄鉱およ

び多量の褐色カ、ラスからなっている。

VI.2.3 岩内岳日山溶岩

島野の日III付近に分布する溶岩で，岩内図幅(1955) から連続するもので分布範聞

は!よい o 11<..青色のちみつ堅硬な右イ iで，大きな科長石斑品が日立つ合かんらん石普通

輝行しそ輝行安山岩である。

鏡下の観察: ピロタキシティック組織を示し，斑品は，科長イi;;:> しそ輝石〉普通

輝石〉かんらん右.からなっている。

斜長石は， 4mm にも達する大型のものと， O.5mm 以下のものとがある。普通輝

石は， O.5mm 以下の白形または半白形をとっている。しそ輝石は O.3mm 以下の白

形で，まれに，普通輝石の結品が周辺をとりまいている。かんらん石は残斑品である。

ιi基は， {;、|長石，輝行のほか，クリストパルイ 1，鱗珪行などからなっている。

VI.2.4 苫電山溶岩

|並|隔地域のニセコ火山群の中では，最も広い分布をノJミしている。 JJ年代的に最も新し

い溶岩で，雷電山を中心に分布している。 陪灰色のちみつな板状節理の発達する普通

蹄石しそ*W{i安WI計である。

鏡下の観察: ピロタキシティヅク組織をぷし，斑品は，科長{i;;，>しそ輝イJ--> 普通
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坤石からなる。 科長石は O>1~2.8 mm で，新鮮なものが多いがフまれに脱ガラス化

をうけたものがある。しそ師石は， 0.1~1.8 mm で，しばしば普通輝行と平行連品す

るものがある。持通輝石は， 0.1---1.2mm の大きさである。

石基はヲ斜長石， しそ輝石，普通蹄行，アノーソクレス，磁鉄鉱，褐色ガラスから

なる。

VII 応用地質

VII.1 温泉

需電朝日出泉

明治 23 年に官設駅作所として開設されたもので， 官電III同麓の標高約 300 m の湯

内川右岸にある。付近には， 4 カ所の湧泉があり， 31ー---49°C の泉祖を示している。

いずれも p 雷電[lllfl火山角際岩中の安山討の中から湧出している。湧出地点付近は，温

泉変質をうけて粘土化している。 湧出地点では，硫化水素臭がつよく，白色の湯華が

沈澱している。化学成分からみてフ石T'i;;;ミといえる(太秦他， 1959) 。

古電温泉

市電朝日 f，~l泉のやや下流部にボーリンクを行い，海岸まで引渇している。 湧出母岩

は， 7E屯朝け ntfJ(と同じで，泉fh，l'主 58°C である。 湧出点付近はp 黄鉄鉱化フ粘土化，

フロピライト化した変質f17 となっているつ

VII.2 褐鉄鉱床

ぬ内川流域禍鉄鉱床ホ

渇内川にそハて朝日出泉の上流部にJZ捌跡がみられる。現在は採掘されていない。

ここには，本拡床，本流鉱床フ屯の ljl 鉱床ク 1 号鉱床J35鉱床， 5 号鉱床， 6 号鉱

床の 7 つの鉱床がしられている。これらは河岸型およびIl!腹型鉱床で，礁周の去層部

にFJ~存している。

これらのうちフ本鉱床は延長 300 m〆|隔 50 m) Jt~P 宇部は 6m で，砂陳鉱を主とする

塊状拡であるが M，{v:の変動が大きいへ

ホ H 鉄鉱業(1 959) による。
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本鉱床9 木流鉱床は採掘跡からみると，ほぽ採掘ずみであるが，実績出荷トン数な

どは不明である。

磯谷鉱山*

精神川上流部に位置し，大沢鉱床，冷水沢鉱床からなる層状褐鉄鉱床である。大沢

鉱床は，沢ぞいに延長約 1 ， 700 m，幅 10-20 m で，戦時中に約 300 t 採掘されてい

る。

冷水沢鉱床は，大沢鉱床の下流約 1km のところに位置し，その規模は延長 100m，

幅 5-15m である。

現在は採掘されていない。

VII.3 石材

現在，稼行中のものp あるいは近年稼行したものは，藤岱溶岩，セパチ鼻溶岩およ

び岩内岳?u山溶岩などである。
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EXPLANATORYTEXT

OFTHE

GEOLOGICALMAPOFJAPAN

(Scale 1:50 ,000)

SHIMAKOTAN

(SAPPORO-26)

BY

HiromitsuYAMAGISHI

MoriakiKOHNOYA

and

ShigeyukiANDOH

Resume

GenedRemarks

The mapped area is located in the southwestern part of

Hokkaido, extendingbetweenLatitudes42°50ι43°00' N, andLongｭ

itudes140ー15ι140°30' E., andoccupiesthesouthwesterncornerof

theShakotanPeninsular, southernpartofNisekoVolcanoes.

ThisareaismainlycomposedofNeogeneTertiaryvolcanicrocks

belongingtoso-called“ Green Tuffs", andQuaternaryvolcanics.

ThegeologicsuccessionissummarizedinTable1.

Geology

NeogeneTertiary

NeogeneTertiaryconsistsof Miocene, Isoya Formation, and

ShiribetsugawaFormation, RaidenmisakiVolcanicBrecciaFormaｭ

tionandIsoyaLava, allofwhicharebelongingtoPliocene.
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Isoya Formation is divided intothree members which are

alternation of hard shale and siltstone, siltstone member and

volcanicbrecciamember. Alternationofhardshaleandsiltstone

containsthinpumicetuffsandscoriatu 百s.

Siltstonememberismassivewithoutbedding.

Volcanic breccias member is composed. of volcanic congｭ

lomerate, pillowbrecciasandhyaloclastites.

Shiribetsugawa Formation is composedof laminatedcoarse

sandstoneandvolcanicconglomerateswiththeintercalationofthin

tuffsandandesiticlavas.

ThecoarsesandstonesyieldfossillssuchasLimo ρsis tokaensis,
Glycymerisni ρρ onica ， andTridont α borealis.

RaidenmisakiVolcanicBrecciaFormationiscomposedofvolｭ

canicconglomerateswithmassivelavas, especiallyhyaloclastitesin

thelowerpart.

Thisformationwasintrudedbyabundantandesiticdykes, and

conformablycoverstheShiribetsugawaFormation.

Isoyalavaisweatheredhyersthene augiteandesite.

Quaternary

BothNisekoanFormationandNisekoVolcanicGroupbelong

toPleistocene.

NisekoanFormationistu 百 breccia withangularvolcanicfragｭ

ments.

NisekoVolcanicGroupisdividedintotwo parts, lowerand

upperrespectively.

ThelowergroupconsistsofPankemekunnaiLava, Kokkuriko

Lava, KamisatoLava, OsannaiLava, KumanoyamaLava, Fujinotai

Lava, andSebachibanaLavainascendingorder.

The upper is Iwashiro Lava, Moribetsu Lava, Iwanaidakeｭ

TakenokoyamaLava, RaidenyamaLava, alsoinasendingorder.

LithologicallyNisekoVolcanicGroupisaugitehyperstheneandｭ

esiteandolivineaugitehyperstheneandesite. Fandepositsand
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terracedepositsareeitherbelongingtopleistoceneortoHolocene.

TalusdepositsandsanddunedepositsareHolocene.

ECONOMICGEOLOGY

1.HotSpring

ThehotspringcalledRaidenAsahispringwasopenedupin

1890. ItissituatedalongYunaiRiver300m highabovethesea

level.

Thetemperatureofthisspringis31ー-49ー C, andthechemical

characterindicatesthegypsumspring.

2. MineralResources

Inthemappedarea, precipitativelimoniteorescalledRaiden

OreDepositsandIsoyaMinewererecognized. Thesedepositsare

intercalatedinShiribetsugawaFormation.
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FormationAge

SandDuneDeposits

AlluvialDeposits

TalusDeposits

Holocene

TerraceDeposits

RaidenyamaLava

UNpispeekro Iwanaidake-TakenokoyamaLava

Volcanic
Group MoribetsuLava

IwashiroLava

SebachibanaLava

FujinotaiLava

KumanoyamaLava

OsannaiLava

KamisatoLava

[二一一一一一一二一一一一一j一一一一J一一-\一_I← I-~「戸「門?p印叫ωω叫:01仇叩叫叫k1凶凶ωd北山kt王nPankemekunnaiLava

Ni詰sekoan Formation

FanDeposits

Pleistocene

Quaternary

IsoyaLava

RaidenmisakiVolcanicBrecciaFormationPliocene

ShiribetsugawaFormation
Neogene
Tertiary VolcanicBrecciaMember

SiltstoneMemberIsoya
FormationMiocene

AlternationofHardShaleand
Siltstone

Table.1.
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